
取扱い説明書・保証書

このたびは、当社製品をお買い上げいただき、誠にあり

がとうございます。

正しく安全にご使用いただくために、この取扱説明書を

よくお読みください。なお、お読みになった後は、いつ

でも見られるように大切に保管してください。

●この製品を使用できるのは日本国内のみで、海外ではご使用できません。
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保証書

【H
fa1

年
保

証
】

◆
対

象
商

品
お
よ
び

保
証

期
間

に
つ
い
て

株
式

会
社

マ
ナ
ベ
イ
ン
テ
リ
ア
ハ

ー
ツ
品

質
保

証
書

　
こ

の
保

証
書

は
、

本
書

に
明

記
し

た
対

象
商

品
、

期
間

、
条

件
を

も
と

に
、

品
質

の
保

証
を

示
す

も
の

で
す

。

保
証

期
間

内
の

対
応

お
よ

び
保

証
期

間
経

過
後

の
対

応
に

つ
き

ま
し

て
は

、
保

証
書

を
添

え
て

お
買

い
上

げ

店
舗

ま
で

、
ご

依
頼

く
だ

さ
い

ま
せ

。

１．
品

質
保

証
の

対
象

と
な

る
商

品
お

よ
び

保
証

期
間

は
、

下
記

表
の

通
り

定
め

て
お

り
ま

す
。

２
．

次
の

よ
う

な
場

合
は

、
保

証
期

間
中

で
あ

っ
て

も
本

保
証

は
適

用
さ

れ
ま

せ
ん

。
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取
扱

説
明

書
で

指
示

さ
れ

た
以

外
の

用
途

に
使

用
し

た
こ

と
に

よ
る

故
障

や
不

具
合

仕
様

の
限

度
を

超
え

た
使

用
方

法
に

よ
る

故
障

や
不

具
合

お
客

様
に

よ
る

誤
っ

た
使

い
方

や
組

み
立

て
に

よ
る

故
障

や
不

具
合

当
社

以
外

で
の

修
理

や
分

解
・

改
造

に
よ

る
故

障
や

不
具

合

通
常

使
用

に
お

け
る

傷
・

汚
れ

・
自

然
摩

耗
（
表

面
材

の
擦

り
切

れ
や

、
ひ

び
割

れ
、

退
色

等
）
 ・

消
耗

・

経
年

劣
化

（
ソ

フ
ァ

、
マ

ッ
ト
レ

ス
等

の
ヘ

タ
リ
等

）
・

木
部

の
変

質
等

お
届

け
後

の
お

客
様

に
よ

る
輸

送
・

移
動

・
落

下
等

に
よ

る
故

障
や

不
具

合

火
災

・
塩

害
・

異
常

電
圧

・
地

震
・

雷
・

風
水

害
・

そ
の

他
天

災
に

よ
る

故
障

や
不

具
合

業
務

用
ま

た
は

営
業

用
と

し
て

購
入

さ
れ

、
不

特
定

多
数

ま
た

は
、

高
頻

度
の

使
用

に
よ

る
故

障
や

不
具

合

屋
外

ま
た

は
過

度
に

湿
度

の
高

い
場

所
に

保
管

・
設

置
し

て
い

た
場

合

動
植

物
等

の
外

部
要

因
に

よ
る

故
障

、
汚

損

商
品

の
配

達
日

ま
た

は
お

買
い

上
げ

日
が

特
定

で
き

な
い

場
合

保
証

書
の

提
示

が
な

い
場

合

そ
の

他
、

弊
社

が
定

め
る

除
外

規
定

に
よ

る
も

の

◆
保

証
対

象
外

と
な
る
商

品

１．
衛

生
商

品
（
バ

ス
・

ト
イ

レ
用

品
等

）
、

消
耗

品
（
フ

レ
グ

ラ
ン

ス
・

電
球

等
）
、

キ
ズ

や
不

具
合

を
了

承
の

上
、

　
　
　
ご

購
入

い
た

だ
い

た
展

示
現

品
。

◆
保

証
期

間
内

に
受

け
ら
れ

る
保

証
内

容
に
つ
い
て

保
証

責
任

者
：
株

式
会
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マ
ナ
ベ
イ
ン
テ
リ
ア
ハ
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談
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◆
品

質
保

証
に
関

す
る
条

件

１．
保

証
期

間
内

に
、

取
扱

い
説

明
書

に
従

っ
た

使
用

状
態

で
生

じ
た

故
障

や
不

具
合

に
つ

い
て

、
マ

ナ
ベ

イ

　
　
　
ン

テ
リ
ア

ハ
ー

ツ
が

独
自

に
調

査
を

行
い

、
商

品
自

体
に

そ
の

原
因

が
あ

る
と

判
断

し
た

場
合

に
本

保
証

が

　
　
　
適

用
さ

れ
ま

す
。

２
．

お
買

い
上

げ
日

は
、

レ
シ

ー
ト
に

記
載

の
日

付
と

な
り

ま
す

（
オ

ー
ダ

カ
ー

テ
ン

、
お

取
り

寄
せ

商
品

は
商

品

　
　
　
引

渡
し

日
）
。

お
買

い
上

げ
伝

票
、

レ
シ

ー
ト
は

大
切

に
保

管
し

て
く

だ
さ

い
ま

せ
。

３
．

商
品

の
不

具
合

で
交

換
を

し
た

後
の

保
証

期
間

は
、

初
め

に
購

入
し

た
商

品
の

保
証

期
間

と
な

り
ま

す
。

４
．

本
保

証
は

、
商

品
の

ご
購

入
者

本
人

に
対

す
る

も
の

で
あ

り
、

譲
渡

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。

2
2
1
1
0
2

お
客

様

ご
氏

名
様

※
お

買
い

上
げ

伝
票

、
レ

シ
ー

ト
に

記
載

〒

ご
住

所

お
電

話
番

号

品
名

・
品

番

商
品

組
立

家
具

・
小

物
家

具
・

寝
具

カ
ー

テ
ン

・
カ

ー
ペ

ッ
ト

・
イ

ン
テ

リ
ア

雑
貨

時
計

・
照

明
器

具
・

電
化

製
品

家
具

に
付

属
の

電
気

部
品

お
買

い
上

げ
日

よ
り

1
年

間
保

証
期

間

１．
　
故

障
や

不
具

合
が

生
じ

た
商

品
が

保
証

の
対

象
と

な
る

場
合

、
弊

社
の

判
断

に
よ

り
、

無
償

で
の

修
理

・

　
　
　
　
部

品
交

換
ま

た
は

同
一

商
品

の
交

換
を

行
い

ま
す

。

２
．

　
同

一
商

品
と

の
交

換
の

際
、

保
証

の
対

象
と

な
る

商
品

が
製

造
中

止
、

販
売

中
止

等
の

理
由

に
よ

り
弊

　
　
　
　
社

で
販

売
し

て
い

な
い

場
合

は
、

弊
社

が
指

定
す

る
代

替
商

品
と

交
換

い
た

し
ま

す
。

３
．

　
修

理
・

部
品

交
換

ま
た

は
商

品
交

換
に

伴
う

、
部

品
代

や
運

賃
等

の
費

用
は

マ
ナ

ベ
イ

ン
テ

リ
ア

ハ
ー

ツ

　
　
　
　
が

負
担

い
た

し
ま

す
。

た
だ

し
、

弊
社

が
指

定
す

る
無

料
配

送
エ

リ
ア

以
外

へ
の

出
張

サ
ー

ビ
ス

、
商

品

　
　
　
　
交

換
に

つ
い

て
は

、
お

客
様

に
費

用
の

一
部

を
ご

負
担

し
て

頂
く

場
合

が
ご

ざ
い

ま
す

。

４
．

　
交

換
し

た
部

品
や

商
品

は
、

弊
社

の
所

有
と

な
り

ま
す

。

５
．

　
弊

社
以

外
の

業
者

に
よ

る
修

理
に

は
、

弊
社

が
了

承
し

た
場

合
を

除
き

適
用

さ
れ

ま
せ

ん
。

６
．

　
当

社
契

約
業

者
に

修
理

等
を

依
頼

す
る

場
合

、
個

人
情

報
保

護
法

お
よ

び
、

当
社

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

ポ
リ

　
　
　
　
シ

ー
を

厳
守

い
た

し
ま

す
。

７
．

　
商

品
に

瑕
疵

（
欠

陥
）

が
無

く
、

通
常

の
ご

使
用

中
に

生
じ

た
床

・
壁

等
の

周
辺

物
へ

の
直

接
的

ま
た

は
、

　
　
　
　
間

接
的

な
傷

・
汚

損
等

に
つ

い
て

は
適

用
さ

れ
ま

せ
ん

。

８
．

　
本

保
証

は
、

間
接

的
損

害
、

付
随

的
損

害
に

つ
い

て
は

適
用

さ
れ

ま
せ

ん
。

９
．

　
メ

ー
カ

ー
発

行
の

保
証

書
が

あ
る

場
合

は
、

そ
の

保
証

期
間

と
本

保
証

期
間

の
い

ず
れ

か
長

い
期

間
と

　
　
　
　
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

1
0
．

修
理

等
の

箇
所

、
修

理
年

月
日

、
修

理
者

名
等

、
修

理
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

弊
社

の
ア

フ
タ

ー
サ

　
　
　
　
ー

ビ
ス

伝
票

に
て

そ
の

処
理

経
過

を
記

録
い

た
し

ま
す

。

1
1
．

お
客

様
が

対
象

商
品

の
譲

渡
、

再
販

等
を

行
っ

た
場

合
ま

た
は

、
使

用
者

の
変

更
が

あ
っ

た
場

合
は

、

　
　
　
　
本

保
証

は
適

用
さ

れ
ま

せ
ん

。

1
2
．

本
保

証
は

、
日

本
国

内
で

の
み

有
効

で
す

。

1
3
．

本
保

証
に

よ
っ

て
、

お
客

様
の

法
律

上
の

権
利

を
制

限
さ

れ
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

の
で

、
保

証
期

間

　
　
　
　
終

了
後

の
修

理
等

に
つ

き
ま

し
て

は
、

お
買

い
上

げ
の

店
舗

へ
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
ま

せ
。

か
　
　
　
し



1. 安全上のご注意　必ずお守りください！ 1. 安全上のご注意 つづき 必ずお守りください！

火災、感電、ケガなどの事故を未然に防ぐために、この「安全上のご注意」をよくお読みになり、
正しくご使用ください。お読みになったあとは、お使いになる方がいつでも見られるところに、
必ず保管してください。

警告：取扱いを誤った場合、人が死亡、または重傷を負う可能性が想定される内容を示します。
注意：取扱いを誤った場合、人が傷害を負う可能性および物的損害の発生が想定される内容を
　　　示します。
　　　（物的損害とは、家財、家屋、ペットに関わる拡大損害を示します）
　　　なお、「　  注意」に記載している事項でも、場合によっては重大な結果に至る可能性が
　　　あります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ずお守りください。

●電源は必ず交流 100Ｖ電源で使用してくださ     
　い。
　異なる電圧で使用した場合、発熱による故障、火
　災・感電の原因となります。

●電源プラグや電源コードを取り扱う際は、以
　下の内容をお守りください。
　◆電源コードや電源プラグが損傷していたり、 差                          
　　し込みがゆるいときは使用しないでください。
　◆電源プラグはコンセントの奥までしっかり差し
　　込んでください。
　◆濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでくだ
　　さい。
　◆電源コードを無理に曲げたり、引っ張ったり、
　　ねじったり、たばねたり、重いものを乗せたり
　　しないでください。

●子どもだけでの使用はおやめください。幼児
　の手の届くところでは使用しないでくださ　
　い。
　ケガ、やけど、感電などの事故の原因となります。

●修理技術者以外の人は、修理したり分解、改
　造をしないでください。
　ケガ、やけど、感電などの事故の原因となります。

●吹出口など本体のすきまにピンや針金などの
　異物を入れないでください。
　ケガ・感電・事故の原因となります。

●水につけたりかけたりして濡らさないでくだ
　さい。
　ショート・感電・故障の原因となります。

●水タンクの水は毎日新しい水と入れ替えてく
　ださい。
　長時間同じ水での使用の場合、雑菌やカビが繁殖
　し異臭や健康を害する原因となります。

●異常音や異常振動がした場合は、直ちに電源
　プラグを抜き、使用を中止してください。
　火災・感電・ケガの原因となります。

●湿度の高いところ（70％以上）では使用しな
　いでください。
　屋内を湿らしたり、故障の原因となります。

●水道水以外では使用しないでください。
　ミネラルウォーター、アルカリイオン水、井戸水、
　浄水器の水などは雑菌やカビが繁殖しやすくなり
　ます。一般的に水道水は塩素雑菌処理されており、
　雑菌が繁殖しにくくなっております。
　また、40℃以上の水、化学薬品、芳香剤などを入
　れた水は製品の誤作動・変形の原因となりますの
　でおやめください。

●お手入れの際は、塩素系・アルカリ系の洗剤
　やアルコール・シンナー・ベンジンを使用し
　ないでください。
　有害物質が発生する原因となります。
　変形・変色・故障・感電の原因となります。

●傾いた場所や棚などの高い場所、不安定な場
　所では使用しないでください。
　転倒し、製品の破損やケガの原因となります。

●タンク内の水の凍結に注意する。
　凍結のおそれがある場合は、タンク内の水を捨て
　てください。故障の原因となります。

●パソコン、携帯電話、精密機器の近くで使用
　しないでください。
　加湿器が運転中は、加湿器の周囲は湿度が高くな
　りますので、湿気に弱い電子機器などは加湿器の
　近くに置かないでください。
　機器の故障を引き起こす原因となります。

●ミストが直接家具や壁にあたるところでは使
　用しないでください。
　シミがついたり変形の原因となります。

●使用の際は、テレビやラジオなどから 2ｍ以
　上離して設置してください。
　雑音の原因となります。

●排水の際は、本体内部に水が浸入しないよう
　に十分注意してください。
　故障・ショートの原因となります。

●水が入っている状態で本体を傾けないでくだ
　さい。
　水がこぼれ、故障の原因となります。

●電源プラグにホコリが付いている場合は、拭
　き取ってご使用ください。
　ホコリがたまると、湿気などで絶縁不良となり、
　火災・故障の原因となります。

●本体をカーペットなどの柔らかい繊維の上に
　直接おいて使用しないでください。
　通気口がふさがり、水漏れ・故障の原因となりま
　す。

●本体内部を清潔に保つように定期的にお手入
　れをする。
　汚れがひどくなると、カビや雑菌が繁殖し、異臭・
　故障の原因となります。

●本製品の上に物を置いたりしない。
　転倒によるケガ・故障の原因となります。

警告

注意

- 1 - - 2 -



2. 各部の名称とはたらき

【背面・裏面】

ミスト筒

ミスト吹き出し口

エアーポンプ
（ミスト筒内部）

水タンク・本体

タイマーボタン

ライトボタン

フレグランスボタン

エッセンシャル
オイルボトル

※イラストはイメージです

【内部】

3. お使いになる前に

斜面や不安定な場所に設置すると転倒などの原因になりますので、必ず水平で安定
している場所に設置してください。

●本体を安定した水平な場所に設置する

●壁や家具から十分距離をとり、
　ミストが直接あたる場所には設置しないでください。
　使用環境によっては本体や床面が濡れるおそれがあります。

床面から 100cm 以上
壁から 100cm 以上離れた場所に
設置することをおすすめします。

注意

100cm
以上

100cm
以上

100cm
以上

精密機器は
近くに置かない

■超音波振動部・水そう部の汚れについて

＜お客様に知っておいていただきたいこと＞

本製品を長く使用すると、超音波振動部に汚れや白い粉が付着します。これらは水に含まれるミネラルや
カルキ、鉱物成分などが結晶として付着したものです。加湿器の性能の低下や故障の原因となりますので、
定期的にお手入れをしてください。

■水漏れについて
　ご使用の環境により、水漏れが起こるおそれがあります。
　・水温 0～ 6℃（厳冬時）　
　・暖房器具付近での使用
　床に落下させるなど、水タンクに強い衝撃を与えると、水タンクの接合部に小さな亀裂が入り、水漏れ
　を引き起こす場合がありますので、取り扱いにはご注意ください。
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吸気口

吸気口

AC アダプター

DC ソケット

カバー

超音波振動板

満水線

送風口

電源・ミストボタン



4. 使いかた 4-1. 給水方法

●水道水を必ず使用してください。

●水タンクの水は毎日新しい水と入れ替え、本体内部は清潔に保つように定期的に

　お手入れしてください。

●以下の水は水タンクに入れないでください。

　ミネラルウォーター、アルカリイオン水、井戸水、浄水器の水などは雑菌やカビ

　が繁殖しやすくなります。40℃以上の水、化学薬品などを入れた水は製品の誤作

　動・変形の原因となりますのでおやめください。

注意

●AC アダプターはコンセントの奥までしっかり差し込んでください。

●本体から長時間離れる場合は、AC アダプターをコンセントから抜いてください。

　消し忘れ・火災の原因となります。
注意

1.カバーを外して給水する
①カバーを取り外します。

②きれいな常温の水道水を入れます。
　※満水線を超えないように注意してください。
　※水タンクにアロマを入れる際は、水溶性のアロマウォーターもしくはエッセンシャルオイルを
　　ご使用ください。

③カバーを取り付けます。

④AC アダプターをコンセントに差し込みます。

4. 使いかた 4-2. 運転の開始 /停止

1. 運転を開始する
ミストボタンを 1回押すと吹出口よりミストが出てきます。
再度電源ボタンを押すと電源が切れます。

① ② ③
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2. 加湿量を設定する

※水タンクの水がなくなるとアラートモードに移行し、赤色で 3回点滅とアラート音が鳴ったのち、
　自動で運転を停止します。
　スリープモード時はアラートモードへ移行せず、そのまま自動的に停止します。

加湿量を設定する場合には、ミストボタン　　を押します。
ミストボタンを 1回押すごとに「中」→「強」→「弱（スリープモード）」と切り替わります。
2秒間長押しすると電源が切れます。

「中」モード：ミストボタン上のランプが１つ点灯し、約 120ml/h のミストを噴霧します。

「強」モード：ミストボタン上のランプが 2つ点灯し、約 200ml/h のミストを噴霧します。

「弱」モード（スリープモード）：ミストボタン上のランプは消灯し、約 80ml/h のミストを噴霧します。
　　　　　　　　　　　　　　　また、ライトは消灯します。いずれかのボタンを押すとスリープ
　　　　　　　　　　　　　　　モードが解除され、「中」モードで稼働します。

3. タイマーを設定する
運転中にタイマーボタン　　を押します。
1回押すと電源ボタン左側の「2ｈ」ランプが点灯し、2時間のタイマーが設定されます。
2回押すと電源ボタン左側の「4ｈ」ランプが点灯し、4時間のタイマーが設定されます。
3回押すと電源ボタン左側の「8ｈ」ランプが点灯し、8時間のタイマーが設定されます。
4回押すとランプが消灯し、タイマーが解除されます。

4. ライトを設定する
ライトボタン　　を押します。
ライトボタンを 1回押すと「グラデーション」モードになり、7色に変化します。
好きな色で再度ライトボタンを押すと「単色」モードになり、押したときの色で点灯します。
もう一度ライトボタンを押すと再度「グラデーション」モードになります。
2秒間長押しすると消灯します。
※ミストを停止中でもライトは点灯可能ですので、間接照明としてもご使用いただけます。



4. 使いかた 4-2. 運転の開始 /停止

5. フレグランスボタンを設定する
フレグランスボタン　　を 1回押すと、ボタン上のランプが点灯し「フレグランス」モードに
移行し、ミストは停止します。
再度フレグランスボタンを押すと冷却ファンが 15 秒稼働し、停止します。

「フレグランス」モード：送風モードになり、エッセンシャルオイルボトルの香りを風にのせて
吹き出します。

エッセンシャルオイルボトルの使いかた
①キャップを外します。
②エッセンシャルオイルを約 2ml 入れます。
③キャップを閉めます。
④カバー内側のフック部分にボトルを挟み込む形で取り付けます。

5. お手入れのしかた

●必ず運転を止め、電源プラグをコンセントから抜いて、本体の水を捨ててからお

　手入れを行ってください。

　感電やケガの原因となります。

●水タンクを取り出したあと、本体内部の金属部を触らない。

　故障の原因となります。

警告

●本体に水をかけない。

　感電・故障・ケガのおそれがあります。

●ベンジン・シンナー・研磨剤などは使用しないでください。

　製品を傷める原因となります。

注意

■本体内部、超音波振動板のお手入れ（週に 2回以上）
①本体に残っている水をきれいに捨てます。

②超音波振動板の水アカを取り除きます。
　※汚れが落ちにくい場合は、市販のブラシなどを　
　　使用してください。
　※金属製のブラシなどでこすると、傷がつき故障　
　　の原因となりますのでおやめください。
　※超音波振動板の汚れを取り除く場合は、強い衝　
　　撃を与えないように丁寧に取り除いてください。

■水タンク内側・本体外側のお手入れ（週に 2回以上）

①やわらかい布を使用して乾拭きしてください。
　汚れが落ちにくい場合は、ぬるま湯か薄めた台所用
　中性洗剤に浸して固く絞ったやわらかい布で汚れを
　拭いた後、洗剤が残らないように固く絞った布で拭
　き取ってください。
　仕上げにやわらかい布で乾拭きしてください。
　※洗剤が残らないように十分すすいでください。

②汚れが落ちにくい場合は、薄めた台所用中性洗剤を使
　用してください。
　※洗剤が残らないように十分すすいでください。
　※塩素系・アルカリ系の洗剤や、アルコール、
　　シンナー、ベンジン、などは使用しないでください。

中性
洗剤

シンナー ベン
ジン
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① ② ③ ④



7. 仕様

品名

定格消費電力

タンク容量

適用床面積

最大加湿量

タイマー設定

連続稼働時間

サイズ

質量

※適用床面積は使用環境により異なる場合があります。
※仕様等は改良のため、予告なく変更することがあります。

フレグランスモード搭載超音波式加湿器 フルール

22W

1.8L

木造和室 3 畳 / プレハブ住宅 6 畳

200ml/h

2h/4h/8h

約 9 時間（強運転時）

24.5×12×16.9cm

0.74kg

電源 DC24V　1A

材質 ABS+ ポリプロピレン
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6. 故障かな？と思ったら

症状

電源が入らない 電源プラグをコンセントにしっかり差し込んでください。

水タンクに給水してください。ミストが出ない

超音波振動板が汚れているとミストの出方が悪くなります。
超音波振動板のお手入れをしてください。

ミストの量が少ない

水タンク、本体に残っている水を全て捨て、「5. お手入れのしかた」
に従って掃除してください。

においがでる

白い粉はお使いの水道水に含まれるミネラルやカルキの成分で
人体に影響はありません。
水に浸したやわらかい布を固く絞って拭き取ってください。

白い粉が付着する

窓や戸を閉めてご使用ください。
適用床面積でご使用ください。

湿度が上がらない

主な原因と処置

●次の点をお調べください。

●長年ご使用の加湿器はよく点検を！

・電源コードや電源プラグが
　異常に熱い。
・電源コードを動かすと通電
　したり、しなかったりする。
・こげ臭いにおいがする。
・触ると電気を感じる。
・その他の異常・故障がある。

こんな症状は
ありませんか？

事故防止のため、すぐに電源
を切り、コンセントから電源
プラグを抜いて、必ず当社販
売店に点検をご相談ください
ませ。

ご使用注意

【チェックしてますか？】
次のシーズンもご使用の際は、安全のため
電源コード、プラグにやぶれや破損がない
ことをお確かめください。


